

























に開催された全米社会事業会議（National Conference of 
Social Work）では、初めてソーシャル・アクションに関
する分科会が開かれ2）、1939年に出版された社会事業年


































































































































































































































Witmer, H. Leland., Social Work: An Analysis of a Social Institution, 





ation of Social Workers）、13版（1957年）と14版（1960年）は全















































21） Rothman, Jack., Three Models of Community Organization Practice, 
Columbia University Press, 1968.
22） たとえば、『現代社会福祉事典』（1982年）では、ソーシャル・
アクションが次のように説明されている。「広い意味での社会福
祉活動の一形態で、対象の要求に即して、福祉関係者の組織化を
図り、世論を換起しつつ、立法・行政機関に圧力行動を展開する
ことによって、既存の法・制度の改廃、福祉資源の拡充・創設、
および社会福祉の運営の改善等を目指す組織活動をいう。なおこ
れは、コミュニティ・オーガニゼーションとの関連では、その重
要な機能のひとつに位置づけられ、社会福祉活動が住民間の相互
扶助的活動だけに終わらず、地域社会の公的な福祉水準の向上に
貢献するには、これの導入が必要不可欠となる。」仲村優一・岡
村重夫・阿部志郎・三浦文夫・柴田善守・嶋田啓一郎（編）『現
代社会福祉事典』全国社会福祉協議会、1982年、316頁。
23） 木田、前掲「ソーシャル・アクション」268頁。
